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二
O
世
紀
初
期
中
国
の
象
徴
主
義
言
説
と
日
本金

雪
梅

は
じ
め
に

『
ラ
ル

l
ス
世
界
文
学
辞
典
』
の
「
象
徴
主
義
」
の
項
目
に
次
の
記
述
が
あ

る。

欧
州
の
言
語
を
使
用
す
る
以
外
の
国
に
お
い
て
も
、
象
徴
主
義
は
影
響

力
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
日
本
で
は
一
九

O
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
詩

人
の
選
集
を
一
冊
出
版
し
、
そ
の
後
日
本
の
詩
人
は
新
し
い
韻
律
を
考
え

た
。
そ
の
選
集
は
中
国
の
新
詩
作
者
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
は
歴
史
上
は
じ
め
て
、
あ
る
文
学
上
の
運
動
が
現
代
世
界
に

広
く
展
開
し
た
例
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
十
九
世
紀
欧
州
の
崇
高
な
願
望

よ
り
誕
生
し
た
象
徴
主
義
は
、
二

O
世
紀
の
文
学
界
及
び
美
学
界
に
お
け

る
世
界
的
な
憧
僚
と
な
っ
た
。
（
注
二

象
徴
主
義
の
世
界
地
図
を
描
く
に
は
、
日
本
や
中
国
に
お
け
る
そ
の
影
響
を
無

視
で
き
な
い
と
い
う
辞
典
編
集
者
の
判
断
が
伺
え
、
ま
た
、
そ
れ
が
ア
ジ
ア
に

お
い
て
日
本
か
ら
中
国
へ
針
路
を
進
め
た
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

二
O
世
紀
初
頭
中
国
の
新
文
学
運
動
が
外
国
文
学
の
移
入
と
と
も
に
発
生
、

展
開
し
て
き
た
こ
と
は
従
来
の
研
究
や
中
国
文
学
史
の
記
述
で
よ
く
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
外
国
文
学
は
主
に
西
洋
文
学
の
こ
と
だ
が
、
し
か
し
そ
の

中
身
は
古
典
主
義
か
ら
浪
漫
主
義
、
自
然
主
義
、
象
徴
主
義
、
そ
れ
に
表
現
主

義
、
未
来
派
な
ど
西
洋
の
百
年
以
上
の
歴
史
上
で
発
生
、
展
開
し
た
様
々
な
文

学
潮
流
が
順
序
か
ま
わ
ず
一
斉
に
入
っ
て
き
た
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
中

国
だ
け
で
は
な
く
、
先
に
近
代
文
学
を
切
り
開
い
た
日
本
で
も
似
た
よ
う
な
こ

と
が
発
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
場
合
新
文
学
運
動
期
に
多
く
の
日
本

留
学
経
験
者
が
日
本
で
そ
の
一
斉
に
入
っ
て
き
た
西
洋
文
学
と
接
触
し
、
中
国

に
紹
介
し
て
い
た
事
情
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
十
九
世
紀
後
半

フ
ラ
ン
ス
で
起
こ
っ
た
象
徴
主
義
と
い
う
文
学
思
潮
も
西
洋
i
中
国
、
西
洋
i

日
本
l
中
国
と
い
う
こ
つ
の
ル

l
ト
を
経
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
日
本
か
ら
中
固
と
い
う
ル

i
ト
の
強
調
、
あ
る
い
は
日
本
の
仲
介
役
を
評
価
す
る
論
説
に
異
議
を
唱
え
る

研
究
者
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
理
由
に
掲
げ
て
い
る
の
は
、
中
国
に
お
け
る
実

質
的
な
象
徴
詩
の
創
作
者
の
多
く
は
所
謂
中
国
の
象
徴
主
義
後
期
に
現
れ
、
彼

ら
の
多
く
は
西
洋
留
学
経
験
者
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
注
二
）
。
し
た
が
っ
て
、

中
国
近
代
文
学
に
お
け
る
象
徴
主
義
の
受
容
を
対
象
に
し
て
い
る
研
究
書
に
お

い
て
、
「
象
徴
主
義
の
受
容
の
過
程
で
、
日
本
の
仲
介
は
確
か
に
中
国
の
そ
れ
に

大
い
に
働
き
か
け
て
い
た
」
（
注
三
）
と
結
論
を
つ
け
な
が
ら
も
、
そ
の
詳
細
を

明
ら
か
に
し
て
来
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

劉
禾
は
近
代
中
国
語
に
お
け
る
翻
訳
語
・
外
来
語
を
調
査
収
集
し
、
膨
大
な

リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。
ま
た
中
国
が
西
洋
文
化
を
移
入
す
る
際
、
中
国
に

と
っ
て
の
西
洋
の
「
客
言
語
」
が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
本

質
を
再
現
す
る
透
明
不
変
な
状
態
で
は
な
く
、
む
し
ろ
担
造
さ
れ
流
用
さ
れ
な

が
ら
、
「
主
言
語
」
は
自
ら
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
新
た
な
言
語
を
創
造
す

る
の
だ
と
強
調
し
、
西
洋
文
化
の
受
け
側
に
よ
る
意
味
生
成
、
受
け
側
の
主
体

性
と
い
う
視
点
を
提
示
し
て
い
る
（
注
四
）
。
そ
こ
で
、
同
じ
よ
う
な
問
題
意
識
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を
共
有
し
つ
つ
、
本
論
で
は
二

O
世
紀
初
期
に
お
け
る
象
徴
主
義
言
説
が
中
国

の
近
代
文
学
で
正
統
な
言
説
と
し
て
そ
の
位
置
を
確
立
し
て
い
く
過
程
の
中
で
、

如
何
に
日
本
文
壇
の
象
徴
主
義
言
説
と
関
わ
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

に
異
な
る
意
味
を
生
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

「
表
象
」
と
い
う
訳
語

中
国
に
お
い
て
、
「
∞
百
ぎ
と
の
訳
語
と
し
て
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
「
表

象
」
で
、
「
法
比
二
大
文
豪
之
片
影
」
（
一
九
一
八
年
五
月
『
新
青
年
』
四
巻
五

期
）
に
お
い
て
、
作
者
の
陶
履
恭
は
メ

l
テ
ル
リ
ン
ク
を
「
文
学
界
の
表
象
主

義
の
第
一
人
者
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
、
「
表
象
」
と
「
象

徴
」
が
併
用
さ
れ
た
が
、
や
が
て
一
九
二

O
年
以
降
「
象
徴
」
に
定
着
し
て
い

く
。
一
九
二

O
年
以
前
に
「
表
象
」
を
用
い
て
象
徴
主
義
を
翻
訳
、
紹
介
し
て

い
た
の
は
、
前
述
し
た
陶
履
恭
以
外
に
、
越
英
若
「
現
代
新
浪
漫
派
之
戯
曲
」

（
一
九
一
九
年
九
月
十
五
日
『
新
中
国
』
第
一
巻
第
五
期
）
、
沈
雁
氷
「
表
象
主

義
の
戯
曲
」
（
一
九
二

O
年
一
月
五
日

1
七
日
『
時
事
新
報
・
学
灯
』
）
、
「
我
約

現
在
可
以
提
侶
表
象
主
何
人
仏
？
」
（
一
九
二

O
年
二
月
十
日
『
小
説
月
報
』
第
十

一
巻
第
二
号
）
、
謝
六
逸
「
文
学
上
的
表
象
主
文
是
什
仏
」
（
一
九
二

O
年
五
月

十
日
、
六
月
十
日
『
小
説
月
報
』
第
十
一
巻
第
五
号
、
第
六
号
）
な
ど
が
あ
る
。

謝
六
逸
の
文
章
は
当
時
詳
細
に
象
徴
主
義
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
謝
は
「
表
象
」
の
手
段
を
借
り
て
、
暗
示
の
方
法
を

と
る
こ
と
が
表
象
主
義
の
根
本
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
四
つ
の
方
面
か
ら
そ
れ

を
論
じ
、
第
て
表
象
は
暗
喰
の
変
体
で
、
聯
想
（

gωo己
主
守
口
）
の
一
種
で

あ
り
、
「
本
来
表
象
」
、
「
比
輪
、
寓
言
」
、
「
高
級
表
象
」
、
「
情
調
表
象
」
と
四
種

類
に
分
け
ら
れ
、
第
二
、
表
象
主
義
は
詩
と
音
楽
の
契
合
（
謝
は
中
国
語
の
合

一
を
用
い
る
）
で
あ
り
、
第
三
、
表
象
主
義
は
神
秘
的
情
調
的
傾
向
が
あ
り
、

主
観
の
芸
術
で
あ
り
、
第
四
、
浪
漫
派
か
ら
表
象
派
の
展
開
は
文
学
進
歩
で
あ

る
と
説
く
。
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
謝
六
逸
の
文
章
は
厨

川
白
村
の
『
近
代
文
学
十
講
』
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
あ
た
り

の
論
述
か
ら
十
分
に
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
見
逃
さ
れ
て
い
る
の
は
、

厨
川
白
村
が
『
近
代
文
学
十
講
』
を
含
む
一
九
一

0
年
代
の
評
論
の
中
で
、
最

初
か
ら
「
象
徴
」
と
い
う
訳
語
を
使
用
し
続
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
な

ぜ
謝
六
逸
は
そ
の
「
象
徴
」
を
と
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
「
表
象
」
と
し
た
の
だ
ろ

う
か
？
ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
中
国
に
も
日
本
に
も
文
学
概
念
と
し
て
の
「
象

徴
」
、
「
表
象
」
は
ま
だ
辞
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
新
語
で
あ
る
（
注
五
）
。

日
本
に
お
い
て
、
「
∞
喜
ぎ
と
の
訳
語
と
し
て
、
「
象
徴
」
が
は
じ
め
て
見
出

さ
れ
る
の
は
ヴ
エ
ロ
ン
の
美
学
書
の
翻
訳
で
あ
る
中
江
兆
民
の
『
維
氏
美
学
』

（
一
八
八
三
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
現
在
の
「
象
徴
」
に
定
着
す
る
ま
で
、
そ

れ
以
外
に
「
記
号
」
（
安
渓
無
書
子
）
、
「
証
標
」
（
山
田
美
妙
）
、
「
標
象
」
（
島
村

抱
月
）
と
訳
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て

一
時
的
に
流
通
し
て
い
た
の
は
「
表
象
」
と
い
う
訳
語
で
あ
っ
た
（
注
六
）
。
「
表

象
」
と
い
う
訳
語
を
最
初
に
使
用
し
た
の
は
北
村
透
谷
だ
が
、
も
っ
と
も
積
極

的
に
使
用
し
た
の
は
長
谷
川
天
渓
と
岩
野
泡
鳴
で
あ
る
。

岩
野
泡
鳴
は
「
神
秘
的
半
獣
主
義
」
（
一
九

O
六
）
の
中
で
「
利
那
主
義
か
ら

来
た
る
自
然
主
義
的
表
象
観
」
を
主
張
し
、
ま
た
「
仏
蘭
西
の
表
象
詩
派
」
（
一

九
O
七
）
に
お
い
て
ア

i
サ
l
・
シ
モ
ン
ズ
の
本
を
下
敷
き
と
し
、
詩
即
ち
宗

教
、
哲
学
だ
と
論
じ
、
絶
対
詩
歌
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
日
本
古
代
思
想
よ
り
近
代
表
象
主
義
を
論
ず
」
（
一
九

O
七
）
で
は
、
ヴ
エ
ル

レ
！
ヌ
、
マ
ラ
ル
メ
の
達
し
た
詩
境
を
「
肉
霊
不
二
の
芸
術
的
妙
境
」
と
呼
ぶ
。
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ほ
か
に
、
蒲
原
有
明
に
原
本
以
上
に
晦
渋
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
小
林

秀
雄
、
中
原
中
也
、
富
永
太
郎
ら
多
く
の
文
学
者
に
影
響
を
与
え
た
の
は
ア

l

サ
l
・
シ
モ
ン
ズ
の
英
訳
本
『
表
象
派
の
文
学
運
動
』
（
一
九
一
三
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
評
論
の
中
で
、
岩
野
泡
鳴
は
意
図
的
に
「
表
象
」
を
用
い
つ
づ
け
た
。

こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
表
象
」
は
い
ず
れ
も
、
可
視
的
、
現
象
的
な
も

の
に
即
し
な
が
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
る
神
秘
的
、
形
而
上
的
意
義
を
暗
示
し
よ

う
と
す
る
志
向
を
意
味
す
る
が
、
「
肉
霊
合
致
の
表
象
」
と
い
う
岩
野
の
造
語
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
「
表
象
」
を
内
発
的
に
生
動
さ
せ
る
も
の
は
生
命
あ

る
独
存
「
自
我
の
知
情
意
一
体
の
心
熱
」
で
あ
る
。
（
注
七
）

日
本
の
知
識
人
に
よ
る
文
芸
の
概
念
や
新
し
い
思
潮
を
中
心
と
し
た
論
説
を

日
本
で
接
し
、
ま
た
そ
れ
ら
を
中
国
に
翻
訳
、
紹
介
し
た
多
く
の
留
学
経
験
者

た
ち
は
、
同
時
代
空
間
で
岩
野
泡
鳴
の
論
述
に
接
す
る
機
会
は
十
分
に
あ
っ
た

と
思
わ
れ
、
ま
た
泡
鳴
の
自
由
奔
放
な
論
は
い
ず
れ
何
ら
か
の
か
た
ち
で
留
学

経
験
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
謝
六
逸
は
文
末
に
「
こ
れ

に
つ
い
て
も
っ
と
詳
細
に
求
め
る
方
は
〉
・

∞
〕
可

B
Oロ
P
、【，

y
o
m〕
可
門
出
『

O
H
M
m什

B
O〈
O
B
O
E
H
D
「
H
z
s
z
z
w
冨

o
E
けo
p
ω
g
o
含
E
F
H
け
尽
忠
男
。
及
び
日
本

人
厨
川
辰
夫
の
近
代
文
学
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
断
っ
て
い
る
が
、
論

者
は
こ
こ
で
「
表
象
」
と
い
う
訳
語
は
岩
野
泡
鳴
の
訳
本
を
参
照
し
た
可
能
性

が
大
き
い
と
推
測
し
た
い
。

岩
野
泡
鳴
は
関
東
大
震
災
に
よ
り
日
本
の
文
壇
に
忘
れ
ら
れ
、
文
学
概
念
と

し
て
「
表
象
」
と
い
う
訳
語
も
文
壇
か
ら
消
え
て
い
く
。
例
え
ば
一
九
三
八
年

に
出
版
さ
れ
た
蒲
原
有
明
の
『
飛
雲
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
象
徴
主
義
の

移
入
に
つ
い
て
」
と
い
う
日
本
に
お
け
る
象
徴
主
義
受
容
を
考
察
す
る
重
要
な

文
章
は
、
一
九
一
四
年
一
月
「
新
潮
」
に
発
表
さ
れ
た
当
初
は
「
表
象
主
義
の

文
学
運
動
に
つ
い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ

て
い
る
。
中
国
に
お
い
て
、
越
恰
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
十
一
月
に
発
表
さ

れ
た
田
漢
の
「
悪
魔
詩
人
波
陀
雷
伝
的
百
年
祭
」
は
岩
野
泡
鳴
の
『
悪
魔
主
義

の
思
想
と
文
芸
』
を
大
い
に
参
考
に
し
て
い
る
と
い
う
（
注
八
）
。
し
か
し
田
漢

は
岩
野
が
こ
だ
わ
る
「
表
象
」
で
は
な
く
「
象
徴
」
と
い
う
訳
語
を
使
用
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
田
漢
は
ボ

l
ド
レ

l
ル
の
芸
術
的
特
徴
と
し
て
の
近
代
性
よ

り
も
悪
魔
主
義
に
お
け
る
社
会
的
、
宗
教
的
反
抗
性
を
強
調
し
、
象
徴
主
義
を

提
唱
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
、
謝
六
逸
は
「
表
象
主
義
」
を
詳
細
に
紹
介
し
つ
つ
も
、
最

後
に
「
古
典
主
義
浪
漫
主
義
以
降
、
も
し
写
実
主
義
を
経
ず
、
写
実
主
義
の
特

色
｜
｜
科
学
的
な
創
作
法
、
獣
性
の
描
写
、
人
生
や
周
囲
や
個
性
や
印
象
の
描

写
、
短
編
小
説
や
戯
曲
の
創
作
1
1
1
の
味
も
経
験
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
段
階
を
通

ら
ず
に
し
て
、
一
気
に
表
象
主
義
の
文
芸
を
学
ぶ
と
す
る
の
は
身
の
程
を
わ
き

ま
え
な
い
こ
と
で
、
古
い
浪
漫
主
義
（
伝
奇
派
）
に
陥
る
こ
と
が
免
れ
な
い
。

科
学
的
な
洗
礼
を
受
け
ず
に
表
象
主
義
に
達
す
る
の
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
。
」

（
注
九
）
と
述
べ
、
「
表
象
主
義
」
よ
り
も
、
中
国
の
文
学
に
お
い
て
写
実
主
義

（
自
然
主
義
）
を
推
奨
す
べ
き
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
は
「
自
然
主
義
的
表
象

主
義
」
と
い
う
造
語
を
も
っ
て
、
神
秘
的
な
い
し
浪
漫
主
義
的
傾
向
か
ら
新
し

い
自
然
主
義
へ
展
開
す
べ
き
だ
と
を
唱
え
て
い
る
岩
野
泡
鳴
に
よ
り
近
い
と
思

わ
れ
る
。
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一
九
二

O
年
末
頃
ま
で
の
中
国
の
象
徴
主
義
言
説
は
日
本
か
ら
移

入
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
理
解
は
ま
だ
浅
く
、
紹
介
者
は
中
国
の

文
学
の
現
状
及
び
進
む
べ
き
道
を
分
析
す
る
た
め
の
見
方
と
し
て
、
象
徴
主
義

を
流
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。

つ
ま
り
、



象
徴
主
義
と
新
浪
漫
主
義

『
辞
海
』
（
二

O
一
O
）
に
よ
れ
ば
、
「
新
浪
漫
主
義
は
十
九
世
紀
末
二

O
世

紀
初
欧
州
で
起
こ
っ
た
文
芸
思
潮
で
、
シ
ョ

i
。
へ
ン
ハ
ウ
ア
、
ニ

l
チ
ェ
、
ワ

！
グ
ナ
！
の
影
響
で
、
象
徴
主
義
、
耽
美
主
義
、
消
極
浪
漫
主
義
が
新
た
な
条

件
で
混
合
、
発
展
し
、
抽
象
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
や
善
悪
観
念
か
ら
出
発

し
、
社
会
現
実
か
ら
離
れ
た
新
奇
な
環
境
、
事
件
、
人
物
を
描
く
」
と
い
う
。

現
在
で
は
、
そ
れ
は
「
現
代
主
義
の
先
駆
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
新
浪
漫
主
義
」
と
い
う
の
は
現
代
主
義
の
早
期
形
態
に
過
ぎ
な
い
と
も
言
え

る
。
こ
れ
は
一
九
三
五
年
の
『
中
国
新
文
学
大
系
』
に
お
け
る
解
釈
と
そ
れ
ほ

ど
大
差
は
な
い
と
み
ら
れ
る
。
西
洋
に
お
い
て
一
種
の
文
学
思
潮
や
文
学
運
動

で
は
な
い
「
新
浪
漫
主
義
」
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
の
は
中
国
の
新
文
学
運
動

の
時
期
で
あ
っ
た
。

一
九
二

0
年
代
初
期
の
雑
誌
掲
載
の
文
学
評
論
に
は
「
象
徴
主
義
」
と
「
新

浪
漫
主
義
」
が
度
々
一
緒
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
越
英
若
は
「
文
学

戯
曲
各
方
面
に
お
い
て
一
世
を
風
罪
し
た
自
然
主
義
は
、
十
九
世
紀
末
即
ち
一

八
九

O
年
頃
に
は
ほ
か
の
方
面
に
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
進
ん
だ
方
向
は
文
学

上
の
ゾ
ラ
な
ど
の
自
然
主
義
に
対
す
る
反
発
で
あ
る
。
ま
ず
は

E
3
5
5
が
表

象
主
義
（
∞
冨
σoHZB）
の
文
学
を
唱
え
、
そ
の
前
後
に
し
て
イ
プ
セ
ン
系
統
の

写
実
主
義
、
自
然
主
義
も
、
吾
2
2
H
Z
o
w
F
E
S
S
H
E
H
な
ど
の
表
象
主
義
、

新
情
調
主
義
、
或
い
は
新
神
秘
主
義
、
概
し
て
い
え
ば
新
浪
漫
派
の
作
品
に
変

わ
っ
た
」
（
注
一

O
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
表
象
主
義
」
と
「
新
浪
漫
主
義
」
を

混
用
し
な
が
ら
象
徴
主
義
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
勝
国
は
「
神
秘
家
で
運

命
論
者
」
で
あ
る
マ

l
テ
ル
リ
ン
ク
と
「
神
秘
主
義
的
性
質
」
を
持
っ
て
い
る

イ
ェ
イ
ツ
を
「
新
浪
漫
主
義
の
重
鎮
」
と
し
、
二
人
の
作
品
は
「
情
緒
的
知
的

象
徴
主
義
」
と
し
て
い
る
（
注
一
一
）
。

し
か
も
、
新
文
学
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
中
国
の
論
者
の
多
く
は
新
浪
漫
主

義
を
文
学
の
新
し
い
方
向
と
し
て
掲
げ
、
象
徴
主
義
を
そ
の
主
な
部
分
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
。
茅
盾
は
「
西
洋
の
小
説
は
す
で
に
浪
漫
主
義
か
ら
進
ん
で
写

実
主
義
、
象
徴
主
義
、
新
浪
漫
主
義
と
な
っ
て
い
る
。
我
が
国
は
な
お
写
実
以

前
に
止
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
明
ら
か
に
人
の
後
塵
を
拝
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
」
（
注
二
一
）
と
い
い
、
文
学
進
化
の
歴
史
と
い
う
視
点
か
ら
、
西

洋
の
文
学
思
潮
の
発
展
史
を
基
準
と
し
て
文
学
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
ま
た
、

昔
塵
は
新
浪
漫
主
義
は
「
現
実
感
の
理
想
境
」
に
基
づ
き
、
「
こ
の
自
然
科
学
の

力
に
よ
っ
て
切
り
開
い
た
世
界
か
ら
、
一
歩
ず
つ
直
観
的
な
悟
っ
た
心
境
に
踏

み
入
り
」
「
未
知
の
神
秘
境
地
へ
と
意
味
を
探
求
す
る
」
と
し
、
イ
プ
セ
ン
の
後

期
作
品
や
メ

i
テ
ル
リ
ン
ク
の
作
品
を
例
に
新
浪
漫
主
義
の
特
徴
を
説
く
。
ま

た
、
新
浪
漫
主
義
は
「
従
来
の
醜
の
現
実
生
活
よ
り
詩
的
美
の
新
領
域
を
探
し

出
す
」
と
し
、
「
地
上
の
俗
世
か
ら
天
上
の
楽
園
を
切
り
開
く
」
と
す
る
（
注
一

一
二
）
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
ボ
l
ド
レ
l
ル
の
作
品
を
指
し
て
い
る
と
分
か
る
。

つ
ま
り
、
新
文
学
運
動
期
の
論
者
た
ち
が
理
解
し
て
い
る
新
浪
漫
主
義
の
特
徴

や
そ
の
代
表
的
な
作
品
は
象
徴
主
義
の
も
の
で
あ
り
、
新
浪
漫
主
義
は
象
徴
主

義
を
自
ら
の
言
説
に
置
き
換
え
て
い
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。

吉
田
精
一
は
日
本
近
代
文
学
史
上
に
お
い
て
「
新
浪
漫
主
義
」
と
い
う
用
語

は
「
殆
ど
学
問
的
根
拠
を
持
た
」
な
い
と
し
、
明
治
末
期
の
混
乱
す
る
使
用
状

況
を
紹
介
、
さ
ら
に
一
部
の
学
者
に
よ
り
濫
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て

い
る
が
（
注
一
四
）
、
当
時
中
国
に
お
け
る
混
乱
す
る
「
新
浪
漫
主
義
」
の
使
用

も
似
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
小
谷
一
郎
は
新
浪
漫
主
義
が
、
一
九
二

0
年
代
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に
コ
新
時
代
到
来
」
の
気
運
を
象
徴
す
る
一
種
の
「
時
代
精
神
」
的
響
き
を
も

持
っ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
一
五
）
が
、
一
九
二

0
年
代
の
中
国
に

お
け
る
象
徴
主
義
を
新
浪
漫
主
義
と
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
言
説
は
明
ら
か
に

日
本
か
ら
の
影
響
だ
と
わ
か
る
。
厨
川
白
村
は
『
近
代
文
学
十
講
』
に
お
い
て
、

自
然
主
義
が
全
盛
期
を
過
ぎ
、
「
新
浪
漫
派
」
が
台
頭
し
て
き
た
こ
と
を
説
く
。

つ
ま
り
、
「
物
質
主
義
厭
生
主
義
現
実
主
義
」
の
型
に
は
ま
っ
た
自
然
主
義
へ
の

反
動
と
し
て
、
何
等
の
拘
束
な
く
主
観
方
面
に
重
き
を
置
き
、
「
人
生
の
神
秘
的

夢
幻
的
方
面
を
取
り
扱
ふ
」
の
が
「
新
浪
漫
派
」
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
厨
川
が

強
調
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な
「
新
浪
漫
派
」
と
架
空
の
理
想
や
ロ
マ
ン
ス
を
追

求
し
た
一
時
代
前
の
浪
漫
派
と
の
違
い
で
、
す
な
わ
ち
、
「
新
浪
漫
派
」
は
一
通

り
自
然
主
義
を
通
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
実
と
ロ
マ
ン
ス
の
二
項
対
立
の
概

念
が
破
ら
れ
、
現
実
の
奥
に
こ
そ
真
の
神
秘
・
ロ
マ
ン
ス
・
驚
異
が
潜
ん
で
い

る
と
い
う
論
説
を
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
現
実
の
奥
に
潜
ん
で

い
る
「
近
代
の
神
秘
」
を
探
る
の
は
、
作
家
個
人
の
鋭
敏
な
主
観
の
力
や
情
緒
、

神
経
と
い
っ
た
も
の
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
を
あ
ら
わ
す
の
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
象
徴
」
な
の
だ
と
論
じ
て
い
る
（
注
二
ハ
）
。
ま
た
生
団

長
江
も
「
浪
漫
主
義
l
自
然
主
義
｜
新
浪
漫
主
義
の
う
つ
り
か
わ
り
が
明
ら
か

に
覗
は
れ
る
の
は
イ
プ
セ
ン
の
一
生
の
諸
作
」
で
、
「
新
浪
漫
主
義
が
や
が
て
神

秘
主
義
と
な
り
、
象
徴
主
義
と
な
っ
た
」
（
注
一
七
）
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
新
文
学
運
動
以
来
「
似
て
も
似
つ
か
な
い
（
不
倫
不
類
）
」
（
穆
木

天
）
白
話
詩
、
「
人
を
失
望
さ
せ
る
」
（
茅
盾
）
写
実
主
義
と
い
う
よ
う
な
現
状

を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
刺
激
や
新
し
い
内
容
が
必
要
と
感
じ
て
い
た

中
国
の
文
学
者
た
ち
は
、
世
界
文
学
を
〈
浪
漫
主
義

l
自
然
主
義
！
新
浪
漫
主

義
（
象
徴
主
義
）
〉
と
い
う
文
学
思
潮
の
展
開
と
い
う
角
度
で
捉
え
る
日
本
の
論

説
を
積
極
に
と
り
入
れ
て
い
た
。
沈
雁
涼
は
「
写
実
主
義
文
学
の
欠
点
は
人
を

落
ち
こ
ま
せ
、
失
望
さ
せ
、
し
か
も
人
の
感
情
を
痛
く
刺
激
し
て
、
精
神
的
に

全
く
中
和
が
取
れ
る
も
の
が
な
い
こ
と
に
あ
る
。
私
た
ち
が
象
徴
主
義
を
提
唱

す
る
の
は
、
そ
の
調
整
を
得
た
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
浪
漫
派

の
勢
い
は
盛
ん
と
な
り
、
彼
ら
は
正
し
い
道
を
指
示
し
、
人
を
失
望
さ
せ
な
い

カ
を
持
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
の
道
を
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
略
）
象

徴
主
義
は
写
実
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
新
浪
漫
主
義
に
至
る
一
つ
の
過
程
で
あ
る
」

（
注
一
八
）
と
唱
え
、
象
徴
主
義
を
「
新
浪
漫
主
義
文
学
」
と
見
な
し
、
中
国

の
新
文
学
の
歩
む
べ
き
道
を
指
し
て
い
る
。

各
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
内
実
は
異
な
る
に
し
て
も
、
新
文
学
の
対
症
薬
を
探

す
た
め
に
試
行
錯
誤
を
し
て
い
る
中
国
の
文
学
者
た
ち
は
新
浪
漫
主
義
を
文
学

進
化
の
最
高
位
に
位
置
づ
け
、
象
徴
主
義
を
そ
こ
へ
向
か
う
た
め
の
方
法
あ
る

い
は
通
路
と
し
て
積
極
的
に
翻
訳
し
紹
介
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
暖
昧
で
総
括

的
な
概
念
で
あ
る
新
浪
漫
主
義
と
と
も
に
広
が
っ
て
い
た
象
徴
主
義
言
説
は
次

第
に
創
作
と
し
て
実
り
始
め
る
。
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「
情
調
」
と
象
徴
主
義

中
国
に
お
い
て
「
情
調
」
と
い
う
訳
語
は
一
九
一
五
年
の
『
辞
源
』
に
は
ま

だ
見
当
た
ら
ず
、
一
九
三
六
年
の
『
辞
海
』
に
は
「

3
0に
お
け

8
0。
心
理
学

用
語
。
心
の
状
態
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
感
情
の
要
素
。
例
え
ば
楽
し
い
か
楽
し

く
な
い
か
、
そ
れ
は
情
調
な
り
」
（
注
一
九
）
と
あ
る
。
劉
禾
の
翻
訳
語
・
外
来

語
リ
ス
ト
に
も
こ
の
語
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
『
辞
海
』
（
二

O
一

O
）
に
は
「
①
情
意
。
杜
牧
《
春
雨
中
舟
次
和
横
江
蓑
使
君
見
迎
》
一
江
南
仲
蔚

多
情
調
、
懐
望
春
陰
幾
首
詩
。
②
思
想
感
情
に
表
わ
れ
て
い
る
あ
る
種
の
特
質
。



事
物
の
持
っ
て
い
る
人
に
異
な
る
様
々
な
感
情
を
呼
び
起
こ
す
性
質
。
例
え
ば
、

優
雅
な
情
調
、
浪
漫
的
な
情
調
、
異
国
情
調
」
（
注
二

O
）
と
あ
る
。
明
ら
か
に

②
に
あ
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
近
代
思
想
と
文
芸
が
成
立
す
る
過
程
で
造
ら
れ
た
概

念
で
あ
る
。

新
文
学
運
動
期
に
「
情
調
」
と
い
う
美
的
感
覚
を
用
い
て
詩
を
評
価
し
、
文

学
を
論
じ
た
の
は
郭
沫
若
が
最
初
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日
本
に
滞
在
し
て
い

た
郭
沫
若
は
宗
伯
華
宛
の
書
簡
で
詩
を
「
詩
H

（
直
覚
＋
情
調
＋
想
像
）
＋
（
適

当
な
文
字
）
」
と
考
え
、
「
直
覚
＋
情
調
＋
想
像
」
に
ド
イ
ツ
語
の

E
E
H
H
を
あ

て
、
「
適
当
な
文
字
」
に
は
ド
イ
ツ
語
の

2
2
を
当
て
た
。
そ
し
て
「
こ
の
よ

う
に
見
ま
す
と
、
詩
の
概
念
に
含
ま
れ
て
い
る
属
性
か
ら
は
人
と
芸
の
問
題
が

生
れ
ま
す
。
「
H
D
F
巴
件
」
（
内
容
）
は
即
ち
人
の
問
題
、
「
司

0
5」
（
形
式
）
は
即

ち
芸
の
問
題
で
す
」
と
解
釈
す
る
。
郭
沫
若
は
こ
こ
で
「
情
調
」
に
つ
い
て
詳

し
く
説
明
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
「
情
緒
」
と
同
意
な
も
の
で
、
詩
に
お
け

る
情
緒
の
決
定
的
な
意
味
を
強
調
し
、
文
芸
は
主
観
的
な
表
現
と
説
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
九
二

O
年
厨
川
白
村
の
『
近
代
文
学
十
講
』
を
下
敷
き
に
象
徴
主

義
を
紹
介
し
た
謝
六
逸
が
厨
川
に
倣
い
「
情
調
象
徴
」
（
∞
立
言

gm
（0
2
5
0
5

a号
oH
）
を
最
も
高
級
な
象
徴
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
か
ら
移
入
し
た
「
情
調
」
と
い
う
語
は
、
一
九
二

O
年
以

降
し
ば
し
ば
象
徴
主
義
言
説
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、

李
石
写
は
「
最
近
の
新
文
芸
に
お
い
て
最
も
重
ん
じ
る
の
は
情
調
で
」
、
「
剃
那

の
情
調
を
象
徴
の
最
高
な
意
義
」
（
注
一
一
一
）
と
す
る
。
ま
た
、
劉
延
陵
は
ボ
ー

ド
レ
！
ル
、
ヴ
ェ
ル
レ

l
ヌ
、
マ
ラ
メ
ル
ら
三
人
が
代
表
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

象
徴
詩
の
要
点
は
「
情
調
の
描
写
、
自
我
の
表
現
。
象
徴
を
捉
え
、
内
面
の
情

調
を
表
現
。
官
能
の
交
錯
。
奇
異
、
神
秘
、
混
漢
、
あ
る
い
は
悦
惚
と
さ
せ
る

よ
う
な
客
観
界
の
事
物
で
内
心
の
情
調
を
象
徴
す
る
」
と
し
、
「
象
徴
主
義
の
第

一
重
要
な
信
条
は
情
調
の
表
現
で
あ
る
」
（
注
二
二
）
と
い
う
。
ほ
か
に
、
黄
機

華
は
『
近
代
文
芸
思
潮
』
で
「
象
徴
主
義
と
情
調
芸
術
」
と
一
章
を
設
け
「
類

廃
派
の
芸
術
は
神
経
の
芸
術
、
即
ち
情
調
の
芸
術
。
情
調
の
芸
術
は
当
然
象
徴

主
義
の
芸
術
で
あ
る
」
（
注
二
三
）
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
名
伯
楽
の
周
作
人
に

推
薦
さ
れ
た
李
金
髪
の
『
微
雨
』
は
中
国
新
文
学
史
上
で
初
め
て
の
象
徴
主
義

詩
集
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
広
告
文
に
は
「
そ
の
体
裁
、
風
格
、
情
調
、

ど
れ
も
現
在
流
行
し
て
い
る
詩
と
異
な
り
、
詩
界
の
新
た
な
道
を
切
り
開
く
作

で
あ
る
」
（
注
二
四
）
と
称
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
「
体
裁
、
風
格
、
情
調
」
は

中
国
の
象
徴
主
義
詩
歌
の
研
究
あ
る
い
は
象
徴
主
義
言
説
の
規
範
的
な
用
語
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
情
調
」
は
人
聞
が
物
事
に
出
会
っ
た
り
す
る
際
必
ず
起
こ
る
あ

る
種
の
感
情
、
情
緒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
「
明
白
な
言
語
の
宣
告

で
は
な
く
、
揮
然
た
る
情
調
の
潰
染
」
、
「
色
彩
を
以
て
、
音
楽
を
以
て
、
迷
離

の
情
調
を
以
て
、
読
者
に
伝
え
」
る
（
注
二
五
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
揮
然
」
「
迷

離
」
な
ど
の
語
が
指
向
す
る
の
は
個
人
の
苦
悶
、
憂
欝
、
感
傷
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
は
「
よ
り
象
徴
派
の
真
髄
を
得
て
い
る
」
（
注
二
六
）
象
徴
主
義
代
表
詩
人

穆
木
天
、
王
独
清
、
橋
乃
超
ら
日
本
留
学
経
験
者
に
最
も
著
し
い
。
代
表
的
な

象
徴
詩
集
『
旅
心
』
に
お
い
て
穆
木
天
は
「
私
の
灰
色
の
世
界
が
破
壊
さ
れ
た

後
の
心
情
は
我
の
新
世
界
の
芽
生
え
」
、
「
こ
の
寂
実
は
私
の
心
情
」
、
「
私
の
心

の
永
遠
の
藤
膳
」
と
歌
い
、
人
生
漂
泊
の
苦
悶
と
内
心
藤
騰
な
寂
実
を
象
徴
主

義
の
「
情
調
」
と
す
る
（
注
二
七
）
。

孫
玉
石
は
日
本
留
学
経
験
者
で
あ
る
穆
木
天
、
王
独
清
、
病
乃
超
の
詩
作
を

分
析
し
、
そ
の
象
徴
詩
は
「
藤
膿
だ
が
晦
渋
で
は
な
い
。
感
じ
さ
せ
な
が
ら
ま
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た
読
む
に
堪
え
る
。
詩
人
の
情
緒
の
あ
ら
わ
れ
は
詩
歌
の
韻
律
、
リ
ズ
ム
の
展

開
と
完
壁
に
結
合
し
、
官
能
表
現
及
び
官
能
を
通
わ
せ
る
努
力
も
詩
歌
の
表
現

カ
を
豊
か
に
し
、
象
徴
主
義
詩
学
思
想
と
浪
漫
主
義
的
な
情
緒
や
感
覚
の
表
現

と
を
結
合
さ
せ
、
自
己
に
適
合
な
表
現
形
式
を
見
付
け
て
い
る
」
（
注
二
八
）
と

指
摘
す
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
初
期
象
徴
主
義
の
提
唱
者
の
中
で
日
本

留
学
経
験
者
に
見
ら
れ
る
感
傷
的
情
調
と
作
風
及
び
個
人
の
主
観
的
感
情
や
感

性
を
重
ん
じ
る
傾
向
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
「
一
種
の
ノ
ス
タ
ル
ジ

i
」
（
注
二

九
）
、
あ
る
い
は
中
国
の
現
状
と
留
学
生
活
に
対
す
る
「
二
重
の
失
望
」
（
注
三

O
）
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
れ
ら
も
要
因
の
一
つ
に
な
る
と
言
え
る
が
、

し
か
し
、
彼
ら
の
同
時
代
の
日
本
の
象
徴
詩
・
象
徴
主
義
把
握
と
い
う
要
因
が

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

依
岡
隆
児
に
よ
る
と
、
明
治
後
期
「
象
徴
」
と
「
新
浪
漫
主
義
」
が
日
本
に

移
入
さ
れ
た
同
時
に
「
情
調
」
も
新
し
い
概
念
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
。
片

山
正
雄
（
一
九

O
五
）
は
「
反
自
然
主
義
的
な
新
ロ
マ
ン
主
義
の
概
念
と
し
て
、

ヘ
ル
マ
ン
・
パ

1
ル
に
依
拠
し
つ
つ
ド
イ
ツ
語
の

p
g
s
g
m
を
「
情
緒
」
と
訳

し
た
」
が
、
岩
野
泡
鳴
は
「
∞
丘
富

g
m
を
「
調
子
」
と
す
る
リ
ッ
プ
ス
美
学
な

ど
か
ら
の
影
響
で
き
え
を
「
情
調
」
」
と
し
た
。
木
下
杢
太
郎
は
そ
れ
に
対
し

て
、
新
ロ
マ
ン
主
義
・
象
徴
主
義
的
文
脈
に
お
い
て

3
8丘
恵
三
（
感
情
）
と

区
別
す
る
た
め
に
∞
江
富
己
認
に
「
情
調
」
」
と
い
う
言
葉
を
あ
て
、
「
パ
ン
の
会
」

の
活
動
を
通
し
て
そ
れ
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
（
注
三
一
）
。

日
本
で
は
、
一
九
一

O
年
前
後
か
ら
は
「
情
調
」
に
美
学
的
な
定
義
が
つ
け

ら
れ
、
象
徴
主
義
を
な
す
一
つ
の
概
念
と
し
て
象
徴
主
義
の
紹
介
、
象
徴
詩
の

分
析
な
ど
の
文
章
に
た
び
た
び
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
片
山

正
雄
は
ご
言
に
し
て
云
へ
ば
詩
即
ち
情
調
よ
り
外
に
は
無
い
。
即
ち
詩
を
解

体
し
て
藤
瀧
た
る
情
緒
と
せ
う
と
云
ふ
の
が
此
新
詩
社
の
主
義
で
あ
る
。
或
る

人
は
之
を
情
調
芸
術
（

ω
Z富
g
m
ω
E
D
E）
と
命
名
し
て
い
る
」
（
注
三
二
）
と

述
べ
、
情
調
を
文
学
上
最
も
価
値
の
あ
る
も
の
と
掲
げ
る
。
ま
た
、
桜
井
天
壇

は
「
少
く
と
も
か
の
欧
西
象
徴
詩
の
要
領
と
す
る
所
」
は
「
所
謂
官
能
的
手
段

に
よ
り
て
神
経
を
し
て
あ
る
情
調
を
起
こ
さ
し
め
、
此
の
情
調
に
よ
り
神
経
を

し
て
自
然
に
非
感
能
的
な
も
の
を
把
握
せ
し
む
る
」
（
注
三
三
）
こ
と
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
三
木
露
風
は
『
冬
夜
手
記
』
に
お
い
て
「
象
徴
は
魂
の
窓
で
あ

る
。
詩
は
情
を
以
て
持
ぶ
る
時
容
易
に
完
成
す
。
思
想
と
情
調
と
を
表
現
せ
ん

と
す
る
に
至
り
て
初
め
て
困
難
を
感
ず
」
（
注
三
四
）
と
説
く
。
さ
ら
に
、
日
夏

歌
之
介
も
『
明
治
大
正
詩
史
』
に
お
い
て
「
（
日
本
）
近
代
象
徴
主
義
の
特
質
は

同
じ
象
徴
乍
ら
情
調
象
徴
を
特
に
根
本
と
し
て
、
神
経
の
世
界
を
重
視
し
、
そ

の
思
想
は
主
と
し
て
類
唐
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
情
調
象
徴
の

神
経
世
界
を
度
外
視
し
て
近
代
象
徴
主
義
を
解
す
る
事
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
」

（
注
三
五
）
と
指
摘
す
る
。

岩
成
達
也
は
「
我
国
象
徴
詩
の
「
内
容
」
は
（
中
略
）
「
主
観
」
・
「
複
雑
深
遠

な
る
思
想
感
情
」
・
「
観
念
に
類
似
し
た
る
心
状
」
等
々
と
表
現
さ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
現
在
辞
典
の
定
義
に
共
通
し
て
い
る
「
形
市
上
的
ま
た
神
秘
的
内

容
」
・
「
最
も
内
面
的
な
深
い
観
念
、
情
趣
」
等
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
い
ま
ひ

と
つ
希
薄
な
よ
う
な
気
」
が
す
る
と
述
べ
、
日
本
の
象
徴
詩
受
容
は
歪
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
「
こ
の
よ
う
な
象
徴
（
詩
）
把
握
は
す
ぐ

後
で
み
る
表
現
乃
至
は
技
法
上
の
感
覚
優
位
と
い
う
こ
と
と
相
互
に
作
用
し
あ

い
な
が
ら
「
情
調
象
徴
」
に
対
す
る
狭
い
解
釈
を
生
み
出
し
、
や
が
て
は
象
徴

（
詩
）
の
内
容
た
る
「
心
状
」
を
、
再
度
「
日
常
的
心
状
」
も
し
く
は
一
種
特

殊
な
「
情
緒
」
へ
と
傾
斜
さ
せ
る
端
緒
と
な
っ
て
い
く
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
注
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一一一六）。

一
方
、
穆
木
天
は
「
人
々
の
神
経
の
振
動
の
見
ら
れ
る
よ
う
な
見
ら
れ
な
い
よ

う
な
、
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
旋
律
の
波
、
ま
た
濃
い
霧

の
中
の
聞
こ
え
る
よ
う
な
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
声
、
さ
ら
に
夕
暮
れ
の
中
の
揺

れ
動
く
よ
う
な
不
動
の
よ
う
な
光
、
言
い
表
せ
る
よ
う
な
表
せ
な
い
よ
う
な
気

分
」
と
詩
的
な
言
葉
で
藤
騰
な
芸
術
の
境
地
を
表
現
し
、
そ
れ
こ
そ
「
人
の
内

的
生
命
の
深
秘
」
を
「
暗
示
」
（
注
三
七
）
す
る
こ
と
と
し
、
象
徴
主
義
の
「
純

詩
」
の
内
容
と
思
想
を
限
定
し
て
い
る
。

二
O
世
紀
初
期
の
日
本
と
中
国
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
個
人
の
持
情
を
重

ん
じ
る
「
情
調
」
に
よ
る
象
徴
主
義
理
解
は
、
そ
の
後
も
長
く
近
代
詩
あ
る
い

は
詩
論
の
解
釈
・
批
評
を
左
右
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
共
通
す
る

理
由
は
、
形
式
に
お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
伝
統
詩
歌
を
否
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
近
代
詩
は
、
西
洋
の
よ
う
に
科
学
的
思
考
に
よ
る
現
実
認
識
の
影
響

を
受
け
る
自
然
主
義
や
芸
術
の
美
を
強
調
し
た
パ
ル
ナ
シ
ア
ン
を
十
分
に
経
験

し
な
か
っ
た
か
ら
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
さ
に
西
洋
発
生
の
象
徴

主
義
に
対
す
る
そ
の
時
代
の
反
応
あ
る
い
は
新
た
な
意
味
の
生
成
が
見
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

象
徴
主
義
と
伝
統
詩
学

本
格
的
に
象
徴
主
義
を
日
本
に
移
入
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
上
田
敏
は
か
の

有
名
な
「
詩
に
象
徴
を
用
い
る
こ
と
、
必
ず
し
も
近
代
の
創
意
に
非
ら
ず
、
こ

れ
或
は
山
巌
と
と
も
に
蕎
る
き
も
の
な
ら
む
」
（
注
三
八
）
と
い
う
紹
介
に
よ
り
、

西
洋
文
学
の
象
徴
主
義
を
伝
統
的
な
文
学
と
関
連
づ
け
て
受
容
の
距
離
を
縮
め
、

「
幽
玄
の
連
用
」
と
い
う
訳
語
で
伝
統
的
な
感
性
に
よ
っ
て
そ
れ
を
理
解
し
ょ

四

う
と
し
た
。
ま
た
、
蒲
原
有
明
は
清
少
納
言
の
「
蓬
の
車
に
：
：
：
い
と
を
か
し
」

に
「
近
代
の
感
覚
主
義
に
通
う
清
新
さ
」
（
注
三
九
）
を
見
て
、
芭
蕉
を
「
最
も

象
徴
的
な
る
も
の
」
と
称
え
、
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
の
詩
人
た
ち
に
比
較
し
て

も
、
日
本
の
俳
文
が
優
れ
て
お
り
、
ひ
け
を
取
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、

角
田
浩
々
歌
客
は
「
比
興
詩
を
論
ず
」
に
お
い
て
漢
詩
六
義
の
分
類
法
に
よ
り
、

比
と
輿
と
の
詩
風
が
即
ち
象
徴
詩
で
あ
る
と
説
き
、
片
山
正
雄
と
た
び
た
び
論

戦
を
開
い
た
。
浩
々
歌
客
は
「
詩
経
」
の
国
風
、
章
蘇
州
「
総
州
西
澗
」
、
高
青

郎
「
猛
虎
行
」
、
和
歌
の
寄
花
寄
月
述
懐
、
屈
原
の
楚
辞
、
宋
玉
の
「
九
排
の
詩
」

等
漢
詩
の
極
致
は
象
徴
詩
で
あ
り
、
象
徴
詩
の
極
致
は
畢
寛
、
漢
詩
の
詩
品
に

い
ふ
ご
字
を
着
け
ず
白
か
ら
風
流
を
得
」
に
帰
す
と
論
じ
る
（
注
四

O
）。

角
田
の
論
を
目
に
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
周
作
人
も
一
九
二
六

年
五
月
劉
半
農
の
詩
集
に
寄
せ
た
序
文
に
「
新
詩
は
（
中
略
）
持
情
が
そ
の
根

本
で
あ
り
、
手
法
は
所
謂
「
興
」
が
最
も
意
味
あ
り
、
新
名
詞
で
象
徴
と
も
言

え
る
。
陳
腐
の
よ
う
な
話
だ
が
、
象
徴
は
詩
の
最
新
の
手
法
だ
が
、
古
く
か
ら

あ
る
も
の
で
も
あ
る
。
（
中
略
）
詩
は
殆
ど
浪
漫
主
義
的
で
、
象
徴
は
そ
の
神
髄

で
あ
る
」
（
注
四
二
と
象
徴
主
義
を
浪
漫
主
義
と
混
同
し
な
が
ら
も
、
象
徴
主

義
と
伝
統
詩
歌
が
融
合
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
日
の
近
代
知
識
人
た
ち
は
西
洋
文
学
を
受
容
す
る
際
、
「
古

以
有
之
」
と
い
う
伝
統
を
も
っ
て
そ
れ
を
求
め
、
自
分
の
美
的
趣
味
に
動
か
さ

れ
、
美
的
伝
統
に
よ
っ
て
そ
れ
を
解
釈
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日

本
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
誤
解
あ
る
い
は
不
完
全
な
理
解
と
さ
れ
、

度
々
批
判
を
受
け
て
い
た
。
例
え
ば
、
片
山
正
雄
は
角
田
浩
々
歌
客
の
「
比
興

詩
」
説
を
批
判
し
、
「
梯
独
の
象
徴
詩
、
即
ち
情
緒
芸
術
は
支
那
の
比
興
詩
と
同

一
物
な
り
と
云
ふ
郊
人
の
主
張
は
根
本
的
誤
謬
で
有
る
」
〈
注
四
二
）
と
論
じ
る
。

-66一



ま
た
、
長
谷
川
天
渓
は
「
表
象
派
の
詩
歌
を
指
し
て
、
比
輿
詩
な
り
と
謂
ふ
が

如
き
は
、
比
寛
す
る
に
表
象
派
の
用
ひ
た
る
材
料
を
、
直
に
表
象
な
り
と
誤
解

し
た
る
も
の
な
ら
む
。
表
象
の
材
料
と
は
、
言
語
と
そ
の
排
列
其
の
物
な
り
、

之
れ
を
指
し
て
比
興
詩
と
言
ふ
が
如
き
は
、
表
象
と
寓
意
と
の
差
別
を
排
ぜ
ざ

る
も
の
と
謂
つ
べ
し
」
（
注
四
三
）
と
浩
々
歌
客
の
説
を
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、

時
代
を
下
っ
て
、
日
夏
歌
之
介
は
角
田
浩
々
歌
客
と
片
山
の
二
人
の
論
争
を
「
知

識
足
っ
て
文
学
な
き
語
学
者
と
文
学
セ
ン
ス
あ
っ
て
知
識
な
き
旧
式
批
評
家
」

に
よ
る
象
徴
主
義
の
無
理
解
と
批
判
し
（
注
四
四
）
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
一
九
二

0
年
代
後
半
の
中
国
に
お
け
る
象
徴
主
義
言
説
は
日
本
の
そ

れ
と
対
照
的
な
展
開
を
呈
し
て
い
た
。
一
九
二

0
年
代
か
ら
三

0
年
代
中
国
の

象
徴
主
義
言
説
は
そ
れ
が
中
国
古
典
詩
歌
に
見
ら
れ
る
「
観
物
取
象
」
と
の
類

似
性
に
着
目
し
、
西
洋
詩
学
と
古
典
の
詩
学
の
融
合
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。

象
徴
主
義
を
論
じ
た
先
駆
的
な
詩
論
『
誇
詩
』
に
お
い
て
、
穆
木
天
は
詩
と
散

文
の
区
別
を
強
調
し
、
初
期
白
話
詩
論
に
は
な
か
っ
た
詩
的
言
語
へ
の
自
覚
を

示
し
た
。
そ
し
て
、
純
粋
詩
歌
（

Z
2
3
2ミ
）
を
提
唱
す
る
際
に
「
詩
の
統

一
性
」
、
「
詩
の
純
粋
性
」
を
強
調
し
、
そ
こ
で
杜
牧
の
詩
と
李
自
の
詩
の
世
界

を
例
に
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
象
徴
主
義
言
説
の
成
熟
を
見
せ
た
と
さ
れ
て
い
る
梁
宗
岱

は
積
極
的
に
象
徴
主
義
と
「
比
」
と
の
違
い
を
説
き
、
「
輿
」
と
の
通
ず
る
こ
と

を
強
調
し
、
李
白
の
詩
と
ゲ
l
テ
の
詩
、
菱
自
石
の
調
と
マ
ラ
ル
メ
の
詩
、
屈

原
と
ダ
ン
テ
を
比
較
し
た
（
注
四
五
）
。
留
学
時
代
に
詩
人
ヴ
ア
レ
リ
！
と
も
親

交
し
て
い
た
梁
宗
岱
は
象
徴
主
義
を
内
的
な
歴
史
伝
統
の
あ
る
創
作
の
美
学
と

し
て
解
釈
し
、
中
国
と
西
洋
の
詩
学
を
融
合
し
て
新
た
な
象
徴
主
義
を
提
示
し

て
い
る
。
梁
は
ボ
！
ド
レ

l
ル
の
「
の
O

号
2
3
E∞
口
。
。
∞
」
に
「
契
合
」
と
い
う

訳
語
を
与
え
、
そ
れ
は
宇
宙
の
万
事
万
物
は
互
い
に
適
合
し
調
和
し
て
い
る
状

態
で
、
「
我
々
に
内
在
す
る
真
と
外
界
の
真
が
協
調
し
合
い
」
「
我
々
が
消
失
」

し
、
宇
宙
と
一
体
化
す
る
境
地
と
み
な
す
。
ま
た
、
そ
の
「
無
我
之
境
（
形
神

丙
忘
的
元
我
底
境
界
）
」
を
老
子
の
「
将
欲
取
之
、
必
先
与
之
」
を
引
い
て
解
釈

す
る
。
こ
の
よ
う
に
梁
は
象
徴
主
義
を
伝
統
詩
学
に
お
い
て
理
想
と
さ
れ
て
い

る
文
芸
の
境
地
と
神
髄
に
通
底
す
る
理
念
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
。

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
二

O
世
紀
初
期
の
近
代
中
国
文
学
に
お
け
る
象
徴
主
義
言
説
が
、

訳
語
の
選
択
、
文
学
発
展
上
の
位
置
づ
け
、
美
的
修
辞
側
面
の
理
解
、
伝
統
的

詩
学
と
の
融
合
の
過
程
の
中
で
日
本
の
象
徴
主
義
言
説
と
い
か
な
る
関
わ
り
及

び
相
違
点
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
見
て
き
た
。
西
洋
発
祥
の
象
徴
主
義
の
受
容

に
お
い
て
、
中
国
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
象
徴
主
義
言
説
の
創
作
の
過
程

で
日
本
の
象
徴
主
義
言
説
は
借
用
、
参
照
の
対
象
で
あ
り
、
ま
た
伝
統
的
詩
学

と
の
融
合
と
い
う
点
で
は
相
違
も
見
ら
れ
た
。
二

O
世
紀
初
期
に
徐
々
に
正
統

性
を
獲
得
し
て
い
た
象
徴
主
義
言
説
は
、
中
国
の
新
詩
の
発
生
と
展
開
に
大
き

く
貢
献
し
な
が
ら
、
四

0
年
代
か
ら
は
表
舞
台
か
ら
退
け
る
が
、
し
か
し
、
近

代
文
学
と
現
代
文
学
の
底
に
潜
み
つ
つ
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
。
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一
、
黄
晋
凱
編
『
象
徴
主
義
・
意
象
派
』
（
『
法
国
技
羅
斯
百
科
全
書
』
、
中
国
人

民
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
七
一
七
頁
。

二
、
陳
太
勝
『
象
徴
主
義
と
中
国
現
代
詩
学
』
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

O
O

五
年
十
一
月
、
十
一
頁
。

三
、
向
上
、
十
頁
。

四
、
劉
禾
著
、
宋
偉
架
訳
『
跨
語
際
実
践
一
文
学
，
民
族
文
化
与
被
訳
介
的
現

代
性
（
中
国
5
0
0
1
5
ω
吋
）
』
三
聯
書
店
、
二

O
O
二
年
。

玉
、
日
本
に
お
い
て
一
九
一
五
年
七
月
版
『
漢
和
新
辞
海
』
に
は
「
象
徴
」
、
「
表

象
」
の
項
目
が
な
く
、
中
国
で
は
一
九
一
五
年
版
『
辞
源
』
に
は
「
象
徴
」

は
な
く
、
「
表
象
」
は
「
①
表
見
之
象
也
〔
後
漢
書
〕
②
F
U
H
2
0ロ
g
H
H
S

心
理
学
名
詞
。
意
識
中
過
去
印
象
之
再
現
出
者
。
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

六
、
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
四
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
。

七
、
伴
悦
『
岩
野
泡
鳴
文
学
の
生
成
』
、
お
う
ふ
う
、
二

O
O六
年
、
一
八

一I
s

－
－
一
九
六
頁
。

八
、
越
恰
「
「
悪
魔
詩
人
」
と
「
漂
泊
詩
人
」
｜
｜
詩
人
像
と
日
本
文
壇
の
影
響
」

（
『
比
較
文
皐
研
究
』
七
十
三
号
、
一
九
九
九
年
二
月
）
三
八
i
五
六
頁
。

九
、
謝
六
逸
「
文
学
上
的
表
象
主
義
是
什
仏
」
（
「
小
説
月
報
」
第
十
一
巻
第
六

号
、
一
九
二

O
年
六
月
十
日
）
。

一
O
、
超
英
若
「
現
代
新
浪
漫
派
之
戯
曲
」
（
「
新
中
国
」
第
一
巻
第
五
期
、
一

九
一
九
年
九
月
十
五
日
）
。

二
、
勝
国
「
梅
徳
林
克
的
〈
青
鳥
〉
及
其
他
」
（
「
戯
曲
」
第
一
巻
第
二
期
、

一
九
一
二
年
六
月
三
十
日
）
。

一
二
、
茅
盾
「
〈
小
説
新
潮
〉
欄
宣
言
」
（
「
小
説
月
報
」
第
十
一
巻
第
一
号
、

九
二

O
年
一
月
二
十
五
日
）
。

二
二
、
昔
塵
「
現
代
文
学
上
底
新
浪
漫
主
義
」
（
「
東
方
雑
誌
」
第
十
七
巻
第
十

二
号
、
一
九
二

O
年）。

一
四
、
吉
田
精
一
「
新
浪
漫
主
義

l
l名
称
の
発
生
に
つ
い
て

i
l」
（
『
日
本

文
学
講
座
』
第
六
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五

O
年
十
二
月
）
四
三

l
五
四

頁。

一
五
、
小
谷
一
郎
「
創
造
社
と
日
本
｜
｜
若
き
日
の
田
漢
と
そ
の
時
代

l
l」

（
『
近
代
文
学
に
お
け
る
中
国
と
日
本
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
十
月
）

三
二
二
頁
。

二
ハ
、
厨
川
白
村
『
近
代
文
学
十
講
』
（
『
厨
川
白
村
全
集
』
第
一
巻
、
福
永
書

店
、
一
九
二
四
年
）
四

O
六
l
四
一
五
頁
。

一
七
、
生
田
長
江
「
新
浪
漫
派
講
話
」
（
佐
藤
義
亮
編
『
新
文
学
百
科
精
講
前
編
』
、

新
潮
社
、
一
九
一
四
年
）
。

一
八
、
沈
雁
氷
「
為
新
文
学
研
究
者
進
一
解
」
（
「
改
造
」
第
三
巻
第
一
号
、
一

九
二

O
年）。

一
九
、
静
新
城
等
編
『
辞
海
』
、
中
華
書
局
、
一
九
三
七
年
。

二
O
、
静
新
城
等
編
『
辞
海
』
、
中
華
書
局
、
二

O
一
O
年。

二
一
、
李
石
写
「
象
徴
之
人
生
」
（
「
東
方
雑
誌
」
第
十
八
巻
第
十
二
号
、
一
九

一
二
年
六
月
二
十
五
日
）
。

二
二
、
劉
延
陵
「
法
国
詩
之
象
徴
主
義
と
自
由
詩
」
、
「
十
九
世
紀
法
国
文
学
概

観
」
（
「
小
説
月
報
」
第
十
五
巻
号
外
、
一
九
二
四
年
四
月
）
。

二
三
、
黄
織
華
『
近
代
文
芸
思
潮
』
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
四
年
、

一
i
一
O
四
頁
。

二
四
、
「
微
雨
」
広
告
文
（
「
語
紙
」
、
一
九
二
五
年
十
一
月
）
。

二
五
、
鐘
敬
文
「
李
金
髪
の
詩
」
（
「
一
般
」
第
一
巻
第
十
二
号
、
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十
二
月
十
五
日
）
。

二
六
、
謝
罪
等
『
百
年
中
国
新
詩
史
略
』
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二

O
一
O
年
三

月
、
四
一
頁
。

二
七
、
穆
木
天
『
旅
心
』
中
国
文
聯
出
版
社
、
二

O
O九
年
、
六

O
頁
（
初
出

は
創
造
社
、
一
九
二
七
年
四
月
）
。

二
八
、
孫
玉
石
『
中
国
初
期
象
征
主
文
詩
歌
研
究
』
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九

八
三
年
、
一
七
五
頁
。

二
九
、
鄭
伯
奇
「
導
言
」
（
『
中
国
新
文
学
大
系
小
説
三
集
』
、
上
海
良
友
図
書

印
刷
公
司
、
一
九
三
五
年
）
一
二
頁
。

三
O
、
陳
思
和
「
中
国
文
学
発
展
中
的
現
代
主
義
」
（
『
現
代
意
識
与
民
族
文
化
』
、

隻
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
一

O
八
｜
一

O
九
頁
。

一
一
二
、
依
岡
隆
児
「
近
代
日
本
に
お
け
る
「
情
調
」
概
念
の
形
成
と
変
容
」
（
『
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
シ
ス
テ
ム
の
近
代
的
再
編
を
め
ぐ
っ
て
一
北
京

大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
w
N
O
ミ
よ
り
』
人
間
文
化
研
究
機
構
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
二

O
O八
年
）
一
一
一
一
ー
ー
一
二
八
頁
。

三
二
、
片
山
正
雄
「
神
経
質
の
文
学
」
（
『
帝
国
文
学
』
、
一
九

O
五
年
九
月
）
。

三
三
、
桜
井
天
壇
「
象
徴
詩
を
論
じ
て
有
明
の
春
烏
集
に
及
ぶ
」
（
『
帝
国
文
学
』
、

一
九

O
五
年
）
。

三
四
、
三
木
露
風
「
冬
夜
手
記
」
（
『
近
代
詩
歌
論
集
』
日
本
近
代
文
学
大
系
五

九
、
角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
三
月
、
一
一

O
頁
。
初
出
『
朱
築
』
、
一

九
二
二
年
一
月
）
。

三
五
、
日
夏
歌
之
介
「
象
徴
詩
自
由
詩
の
創
成
過
程
」
（
『
明
治
大
正
詩
史
』
巻

下
、
新
潮
社
、
一
九
二
九
年
十
月
）
。

三
六
、
岩
成
達
也
『
私
の
詩
論
大
全
』
、
思
潮
社
、

一
九
九
五
年
六
月
、
七
六
｜

九
八
頁
。

三
七
、
穆
木
天
「
誇
詩
」
（
『
中
国
現
代
詩
論
』
上
編
、
花
城
出
版
社
、

五
年
）
九
八
頁
。

三
八
、
上
田
敏
『
海
潮
音
』
（
『
明
治
大
正
訳
詩
集
』
日
本
近
代
文
学
大
系
五
二
、

角
川
書
店
、
一
九
七
一
年
八
月
、
初
刊
一
九

O
五
年
十
月
）
。

三
九
、
河
村
政
敏
に
よ
る
注
釈
（
『
近
代
詩
歌
論
集
』
日
本
近
代
文
学
大
系
五
九
、

角
川
書
店
、
一
九
七
三
年
三
月
）
八
五
頁
。

四
O
、
角
田
浩
々
歌
客
「
比
興
詩
を
論
ず
」
（
「
読
賓
新
聞
」
日
曜
付
録
、
一
九

O
五
年
十
月
八
日
！
二
十
九
日
）
。

四
一
、
周
作
人
「
〈
揚
鞭
集
〉
序
」
（
「
語
赫
」
第
八
十
二
期
、
一
九
二
六
年
五

月）。

四
二
、
片
山
正
雄
「
駁
論
二
則
」
（
「
中
央
公
論
」
一
九

O
五
年
十
二
月
）
。

四
三
、
長
谷
川
天
渓
「
表
象
主
義
の
文
学
（
下
）
」
（
『
太
陽
』
第
十
一
巻
第
十
三

号
、
一
九

O
五
年
十
二
月
）
。

四
四
、
日
夏
秋
之
介
『
明
治
大
正
詩
史
』
、
新
潮
社
、
一
九
二
九
年
十
一
月
、

二
O
頁。

四
五
、
梁
宗
岱
「
象
徴
主
義
」
（
『
詩
与
真
』
、
商
務
印
書
館
、

O
l九
五
頁
。

一
九
八
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一
九
三
六
年
）
八




